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１  単元   １ /２？１ /４？元の形や大きさと比べてみよう！  ～  分数  ～  

 

２  指導の立場  

＜子どもの実態から＞  

 子どもは，「かけ算」において，具体物をまとめて数える活動をしてきた。そこでは，

同じ数のまとまりに着目しながら，ものの集まりを幾つかずつにまとめて数えてきた。こ

のような子どもが，１ /２，１ /４などの大きさをつくったり，１ /２，１ /３，１ /４など

に分けたりする具体的な活動に取り組めば，乗法及び除法の見方や分数についての理解の

素地となるだろう。  

 そこで，単元を構想するにあたっては，次のような教材を設定する。  

 

＜教材について＞  

 本教材は，分数の意味を実感できるようにするとともに，日常生活で生かすようにする

ことができる教材といえる。また，具体的な活動を通して，乗法及び除法の見方の素地や

分数についての理解の素地となる教材となっている。ここでは，具体物を操作してそれぞ

れ切り分けられた形を比べたり，等分したものの大きさに着目して元の大きさを考えたり

することを大切にしたい。  

そこで，指導にあたっては，次の点に留意する。  

 

＜指導上の留意点＞  

○  第一次では，具体物を折ったり切ったりして，それぞれ切り分けたものを重ねて形を

直接比較する活動の場を設ける。そうすることで，幾つかずつに合同に切り分けた１つ

分の大きさを分数で表すことができるようにする。  

○  第二次では，元の大きさの分け方を具体物や図を用いて話し合う場を設定する。そう

することで，元の大きさが同じでも，分け方によって１つ分の大きさが異なることに気

付くことができるようにする。  

○  第三次では，異なる長さのテープの１ /２の大きさを比べる活動を設定する。そうす

ることで，元の大きさが異なると１ /２の大きさも異なることに気付くとともに，元の

大きさをはっきりさせる必要があることを理解することができるようにする。  

 

３  目標   

⑴   １ /２，１ /３，１ /４などの簡単な分数の意味を知り，同じ大きさに分けたときの１

つ分の大きさを分数で表したり，よんだりすることができる。    （知識及び技能）  

⑵   元の大きさに着目して等分したものの大きさを分数で表したり，等分したものの大

きさに着目して元の大きさを考えたりすることができる。  

（思考力，判断力，表現力等）  

⑶   具体物を操作して得られた大きさを分数で表したことを振り返り，分数を用いると

等分した大きさを表すことができるよさに気付き，生活や今後の学習に活用しようと

している。                     （学びに向かう力，人間性等）  



４  well-being につながる学びについて  

本学園では， well-being を「個人だけでなく，社会や地球環境まで含めた全体的に良

好な状態」と捉えている。 well-being の実現には，教科等の本質に迫る授業で身に付け

た資質・能力を，人生において自在に発揮できる子どもを育成することが必要不可欠であ

る。そのためには，エージェンシー（変化を起こすために，自分で目標を設定し ,振り返

り，責任をもって行動する能力）の育成及び発揮が重要な課題であると考える。  

本学園の算数・数学科部では，数学的な見方・考え方を働かせて問題解決に必要な問い

を紡ぎ，数学的な活動を自ら遂行する子どもを育成する授業が，教科の本質に迫る授業だ

と捉えている。また，エージェンシーを発揮している姿を，既習事項や考え方とのズレか

ら生まれた問いの解決に向けて，数学的な見方・考え方を働かせて，自ら数学的な活動を

粘り強く遂行し，新たな価値に気付く姿だと捉えている。本単元においては，既習事項や

友達との考え方とのズレから生まれた，数学的に価値ある問いを基に問題解決に取り組む

場を設定する。そうすることで，問題や友達との考え方に対するジレンマに対処し，自分

の考え方を説明したり友達の考え方を聞いたりする中で，より良い考え方について責任を

もって選択・決定し，新たなきまりや考え方に気付く様相がエージェンシーを発揮した姿

だと考えている。  

このような学習を経験した子どもは，問題解決に必要な問いを見いだし自分事にしなが

ら，他者と粘り強く取り組み，より良い考え方について自己選択・自己決定していくこと

ができるようになり， well-being の実現につながるだろう。  

 

５  指導と評価の計画（総時数  ５時間）※⑴，⑵は下の評価規準表と対応  

次  学習活動・内容  
エージェンシーを  

発揮するための手立て  

評価規準（評価方法）  

知 識 ・ 技 能  思 考 ・ 判 断 ・ 表 現  主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度  

一  
②  

○  折 り紙 を 折っ て，  半
分 （ １ /２ ）の 大 き さを
つくる  

・ 「 二 分 の 一 」 ， 「 １ /
２」の表し方  

〇  友達と１ /２，１ /４など
のつくり方や捉え方につい
て話し合わせることで，友
達の考え方とのズレから自
分事となる問いが生まれる
ようにする。  

・ 知 ① （ ノ
ー ト 分
析 ， 行 動
観察）  

  

○  折 り 紙 を さ ら に 半 分
に 折 っ て ，  １ /４ の 大
き さ を つ く る 。 ま た ，
３ 等 分 さ れ た 折 り 紙 か
ら１ /３の表し方を知る  

・ 「 四 分 の 一 」 ， 「 １ /
４ 」 ， 「 三 分 の 一 」 ，
「１ /３」の表し方  

○ 知 ① （ ノ
ー ト 分
析 ， 行 動
観察）  

  

二  
②  
本
時  
２  
／  
２  

○  12 個 のブ ロ ッ クを 操
作 し て ， １ / ２ ， １ /
３ ， １ /４ の大 き さ をつ
くる  

・まとまりによる分割  

〇  半分に折ってもつくれな
いといった，既習とのズレ
や友達の考え方とのズレが
生じるように教材と出合う
わせることで，課題解決へ
の思いや自分事となる問い
が生まれるようにする。  

〇  友達と分け方について話
し合わせることで，友達の
考え方のズレから，子ども
にある程度の話し合いの主
導権の譲渡を図ることがで
きるようにする。  

・知①（ノ  
ー ト 分
析 ， 行 動
観察）  

○ 思 ① （ ノ
ー ト 分
析 ， 行 動
観察）  

○ 態 ① （ ノ ー ト
分 析 ， 行 動 観
察）  

●  い ろい ろ な図 形を １ /
４の大きさに分ける  

・ 元 の 形 と 等 分 し た 形 と
の比較  

・マス目の分け方  

・ 知 ① （ ノ
ー ト 分
析 ， 行 動
観察）  

○ 思 ① （ ノ
ー ト 分
析 ， 行 動
観察）  

 

三  
①  

○  ８ ｃ ｍ と ４ ｃ ｍ の テ
ー プ を そ れぞ れ １ /２の
大 き さ に し た 長 さ を 比
べる  

・１ /２の大きさの違い  

〇  同 じ １ /２ で も 異 な る 長
さのテープを比べさせるこ
とで，既習学習とのズレか
ら自分事となる問いが生ま
れるようにする。  

○ 知 ① （ ノ
ー ト 分
析 ， 行 動
観察）  

・ 思 ② （ ノ
ー ト 分
析 ， 行 動
観察）  

○ 態 ① （ ノ ー ト
分析）  

<内容のまとまりごとの評価規準 > 

知識・技能  思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度  

① 同 じ 大 き さ の 形 に 着 目 し て ， 分
数 の 意 味 を 実 感 的 に 理 解 し ， 表
すことができる  

① 同 じ 数 の ま と ま り に 着 目 し て ，
ブ ロ ッ ク や マ ス 目 の 分 け 方 を 説
明している  

② 元 の 大 き さ に 着 目 し て ， 等 分 し
た も の の 大 き さ が 異 な る こ と を
説明している  

① 分 数 で 表 す よ さ を 実 感 し て 粘 り
強 く 考 え ， 学 ん だ こ と を 生 活 や
学習に生かそうとしている  



６  本時案  ―第二次・２時分―  

⑴  主眼   多様な図形を１ /４に切り分ける活動を通して，切り分けた１つ分の形やマ

ス目の個数に着目し，１ /４に切り分ける方法について説明することができる。  

⑵  準備   提示図，ハサミ，ワークシートなど  

⑶  学習の展開  

学習活動・内容（発問）  予想される子どもの反応  指導上の留意点  分  

１  正方形を１ /４に分ける

方法について確認する  

 な ぜ こ の 分 け た 大 き さ

が１ /４と言えるのか  

・１ /４の大きさの形  

・本時の学習への見通し  

ア  も と の 大 き さ を ４ つ に 分

けた１つ分だから１ /４だよ  

イ  同 じ 大 き さ に ４ つ 分 け た

１つ分になるからだよ  

ウ  重 ね て み て ぴ っ た り 重 な

るから，同じ大きさだよ  

・  大きさがバラバラ

になるように分ける

ことで，分けた大き

さが合同であること

を確認することがで

きるようにする   5 

２  正三角形を１ /４に分け

る方法について話し合う  

 正三角形も１ /４に分け

ることができるのか  

・正三角形を１ /４に切り分

ける方法  

ア  正 方 形 の よ う に ， 正 三 角

形 を 半 分 の 半 分 に 折 っ て 切

り 分 け て も ， 大 き さ が バ ラ

バ ラ に な る か ら 分 け る こ と

ができないよ  

イ  マ ス 目 を 使 う と ， １ つ の

小 さ な 正 三 角 形 が で き そ う

だ け ど ， そ こ か ら ど の よ う

に 分 け た ら い い の か わ か ら

ないよ  

ウ  マ ス 目 で 折 る と ， ぴ っ た

り 同 じ 大 き さ で ４ つ に 分 け

ることができたよ  

エ  他 の 図 形 も マ ス 目 を 使 え

ば，１ /４に分けることがで

きるのかな  

・  マス目のない正三

角形で考えさせるこ

とで，半分の半分に

折って切り分けても

１ /４にならないとい

った，既習とのズレ

に気付くことができ

るようにする  

・  元の図形を縮小し

た同一図形をマス目

とした，正三角形で

考えさせることで，

４つの合同な形に分

けるにはマス目に沿

って折ればよいこと

に気付くことができ

るようにする  20 

３  マ ス 目 の あ る Ｌ 字 型 の

図形を１ /４に分ける方法

について話し合う  

 Ｌ字型の形も１ /４に分

けることができるのか  

・Ｌ字型の図形を１ /４に切

り分ける方法  

ア  あれ，マス目を使って折っ

ても，１ /４に分けることが

できないよ  

イ  正方形も正三角形も分けた

形は，元の正方形や正三角形

と同じ形になっているな  

ウ  同じＬ字型になるように，

どうにか切り分けることがで

きないかな  

エ  正方形も正三角形も 16 個

の マ ス を ４ 個 ず つ に 分 け て

１ /４に分けることができた

から， 12 個のマスを３個ず

つ の ， ４ つ ず つ に 分 け た ら

できるよ  

・  正方形や正三角形

を １ /４ に 切 り 分 け

た形に着目させるこ

とで，分けた形は元

の形を縮小したもの

になることに気付く

ことができるように

する  

・  正方形や長方形を

１ /４ に 分 け た マ ス

の個数に着目させる

ことで，１つ分の形

のマスの個数に気付

くことができるよう

にする  45 

⑷   評価規準と方法  

切り分けた１つ分の形やマス目の個数に着目し，図形を１ /４に切り分ける方法につ

いて説明することができたか，発言やワークシートの記述からみとる。  



＜メモ＞ 

正  方  形          正  三  角  形          Ｌ  字  型  

         


